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※EBPM… Evidence-based Policy Makingの略。政策目的を明確化させ、その目的のため本当に効果が上がる行政手段は何かなど、「政策の基本的な枠組み」を証拠に基づいて明確にする
ための取り組み

用語解説

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
費
に
つ
い
て

問　
本
事
業
は
当
初
、
約
１
７
０
０
万

円
を
か
け
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
を

行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
見
送
ら
れ
て
い

る
。
令
和
３
年
度
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
実
現
へ
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

か
。

答　
３
年
度
に
は
（
仮
称
）
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

環 境 都 市 分 科 会
環 境 産 業 部
都 市 部
建 設 部
上 下 水 道 局
農 業 委 員 会 事 務 局

い
る
が
、
外
部
に
委
託
せ
ず
、
庁
内
組

織
や
審
議
会
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
印
刷

に
係
る
経
費
の
み
を
計
上
し
た
。
計
画

を
通
じ
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
、
人
材
の

育
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

意
見　
元
年
度
に
行
っ
た
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
可
能
性
調
査
に
お
い
て
、
年
間

約
３
０
０
㌧
の
間
伐
材
が
利
用
で
き
る

と
の
こ
と
だ
が
、
市
域
の
半
分
を
占
め

る
森
林
の
活
用
や
育
成
に
よ
る
循
環
シ

ス
テ
ム
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
組
織
体

制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

廃
棄
物
対
策
審
議
会
経
費
に
つ
い
て

問　
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
施

設
で
の
焼
却
体
制
に
移
行
す
る
た
め
、

草
木
類
の
資
源
化
な
ど
４
本
の
柱
で
可

燃
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
み
、
計
画
を

上
回
る
ペ
ー
ス
で
減
量
が
進
ん
だ
が
、

令
和
３
年
度
に
改
定
を
行
う
ご
み
処
理

基
本
計
画
へ
の
反
映
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
次
期
ご
み
処
理
基
本
計
画
で
は
、

は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
施
設
体

制
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
向

性
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
施

策
の
効
果
を
検
証
し
、
実
効
性
の
あ
る

計
画
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

農
作
物
被
害
防
除
事
業
費
に
つ
い
て

要
望　
鳥
獣
被
害
対
策
に
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
応
じ
た
課

題
の
特
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
担

い
手
の
高
齢
化
に
よ
り
、
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
対
策
に
必
要
な
マ
ン
パ
ワ

ー
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
今
後
は
学

生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
人
材
確
保
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
管
理
運
営
費

に
つ
い
て

問　
給
排
水
管
の
不
具
合
を
改
修
す
る

た
め
の
費
用
と
し
て
、
約
６
千
万
円
を

計
上
し
て
い
る
が
、
建
設
当
初
の
工
事

費
は
約
２
５
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。
２

倍
以
上
の
費
用
を
計
上
す
る
理
由
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
埋
設
さ
れ
た
給
排
水
管
を
撤
去
し
、

高
温
に
耐
え
ら
れ
る
設
備
と
す
る
た
め

の
工
事
を
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で

行
う
こ
と
か
ら
、
当
初
の
工
事
費
に
比

べ
高
額
と
な
っ
て
い
る
。

空
家
等
対
策
事
業
費
に
つ
い
て

問　
令
和
２
年
度
を
最
終
年
度
と
す
る

空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
２
９
２

軒
の
管
理
不
全
空
家
の
う
ち
25
軒
が
解

体
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
１
８
２

軒
が
改
善
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
３

年
度
に
お
け
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
新
た
に
制
定
す
る
空
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
管
理

不
全
空
家
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
お
試
し

水
道
事
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業
会
計

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計

県
水
受
水
費
に
つ
い
て

問　
県
か
ら
受
水
し
て
い
る
水
道
水
は
、

使
用
量
が
多
い
朝
夕
の
時
間
帯
の
供
給

量
を
補
完
す
る
役
割
と
し
て
重
要
と
の

こ
と
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
踏
ま

え
た
令
和
３
年
度
の
受
水
量
は
ど
う
か
。

答　
在
宅
時
間
が
増
え
た
こ
と
か
ら
家

庭
用
の
水
道
使
用
量
が
増
加
し
、
家
庭

で
の
水
需
要
を
補
う
役
割
の
あ
る
県
水

受
水
量
は
増
え
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

水
道
料
金
に
消
費
税
を
課
し
て
い
る

こ
と
、
地
下
水
協
力
金
の
負
担
が
応
分

で
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

企
業
債
残
高
縮
減
の
取
り
組
み
は
評

価
す
る
。
今
後
も
さ
ら
な
る
縮
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
基
幹
管
路
の
耐
震
化

を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

明
ら
か
な
貧
困
世
帯
に
は
下
水
道
使

用
料
を
減
免
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

妥
当
な
予
算
だ
が
、
今
後
の
下
水
道

使
用
料
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
費
用

負
担
の
在
り
方
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
、
実
態

調
査
を
し
て
福
祉
に
つ
な
げ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
縮
減
を

見
据
え
た
今
後
の
運
営
を
要
望
し
、
賛

成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
３
割
負
担
を
求
め

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

住
宅
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
移
住
の
受
け
皿
と
し
て

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
い
。

要
望　
移
住
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
は
、

先
進
自
治
体
の
視
察
を
通
じ
て
事
例
を

研
究
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
課

題
に
つ
い
て
よ
く
精
査
し
、
今
後
の
取

り
組
み
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

意
見　
市
内
に
は
数
多
く
の
空
き
家
が

あ
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
る
に
は
、

空
き
家
の
数
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、

所
有
者
の
意
向
を
調
査
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

税
金
の
滞
納
し
た
高
齢
者
な
ど
の
生

命
保
険
を
差
し
押
さ
え
て
い
る
こ
と
、

地
域
医
療
体
制
の
強
化
や
福
祉
施
設
な

ど
へ
の
支
援
に
十
分
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
、
環
境
を
破
壊
す
る

新
東
名
高
速
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い

る
こ
と
、
政
策
立
案
の
過
程
が
行
政
主

導
で
あ
り
市
民
と
の
協
働
や
市
民
参
加

が
乏
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

令
和
３
年
度
予
算
は
新
総
合
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
未
来
へ
投
資
す
る
予

算
と
し
て
、
２
年
度
に
比
べ
約
17
億
円

の
増
と
な
り
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
打
撃
を
受
け
、

市
税
が
２
年
連
続
の
減
収
見
込
み
と
な

る
中
、
施
政
方
針
に
お
い
て
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
た
こ
と
に
加
え
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み
な
ど
の
感

染
症
対
策
や
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

年
齢
差
別
と
負
担
増
の
制
度
で
あ
る

現
行
制
度
は
廃
止
し
、
老
人
保
健
制
度

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

会　計　区　分 令和 3年度当初 令和 2年度当初 増減額 増減率

一 般 会 計 524億3,000万円        507億3,000万円        17億円 3.4%

水道事業会計 32億3,000万円 36億1,100万円 △3億8,100万円 △10.6%

公 共 下 水 道
事 業 会 計 52億4,700万円 55億2,500万円 △2億7,800万円 △5.0%

国民健康保険
事業特別会計 170億2,000万円 173億2,400万円 △3億400万円 △1.8%

介 護 保 険
事業特別会計 129億300万円 126億6,000万円 2億4,300万円 1.9%

後期高齢者医療
事業特別会計 25億4,600万円 24億6,500万円 8,100万円 3.3%

計 933億7,600万円 923億1,500万円 10億6,100万円 1.1%

令和 3 年度各会計予算額

へ
の
備
え
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
が
る
予
算
編
成
で
あ
る
こ
と
を

評
価
す
る
。

　

一
方
で
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限

生
か
す
た
め
に
、
計
画
的
な
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
る
。
財
政
調
整
基
金
を
約

12
億
円
取
り
崩
す
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

将
来
の
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な

い
よ
う
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
企
業
誘
致
や
市
内
商
工
業
者
の

育
成
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
内
経
済

の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
よ
る

活
力
を
地
域
力
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

　

※
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
基
づ
く
政
策
の
立
案

と
展
開
を
強
化
し
、
効
率
的
で
効
果
的

な
事
業
執
行
を
徹
底
し
つ
つ
、
３
つ
の

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
、
市
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
地
域
活
性
化

策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
新
総
合
計
画
に
掲

げ
る
新
た
な
都
市
像
を
実
現
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

さらなる森林の育成・活用を

「秦野市空き家バンク」サイト

「通年議会（通年会期）」の
　　ココが聞きたい

主に次のことを目的としています。
①審議時間の確保による行政監視機能の強化
②委員会活動の充実による政策立案機能の強化
③緊急時における迅速な対応

集中的に審議を行う定例月会議（３月、６月、９月、１2月）を中心
に会議を行います。また、必要に応じて臨時会議を開きます。

地方自治法の規定により議員の兼業は禁止されておらず、
公正な議会運営と適正な行政の事務執行に支障のない範囲
で他の仕事に就くことは問題ありません。

市議会における議会活性化などの取り組み

こ
ち
ら
か
ら

のギ カ イ ギ モ ン

なぜ、通年会期の導入を検討しているの？Q

１年中会議を行うことになるの？Q

通年議会になると、議員以外の仕事はできないの？Q

A

A

A

討
　
　
論




